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装 置 名 型　　名 摘 要
漢字処理装置
高速漢字プリンタ装置
磁気テープ装置
磁気ドラム装置
光学マーク読取装置
ディスプレイ装置
漢字キーボード
N－7238
C－5210
C－4070
C－4470N
N－240P－1（B）
C－5312W
C－5316A
印字速度1200～1600行／分
収容文字数8000字種、タイポス体
32KB　2台
131KW　2台
200～250枚／分
12インチ
収容文字数2205字種
c　漢字テレタイプ
漢字テレタイプライタ　　沖電気工業製作10台。収容文字数2400字種（注）
（注）当用漢字　1845字（「朕・璽・脹・壱・弐」の5字を除く）
　　　表外漢字　264字
　　　片仮名、平仮名、数字、英字、記号など291字
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（2）音声文字実験機器関係
　ことばに関する各種の観察をいっそう精密にし，できるだけ客観的な資料
を得るために，研究上いろいろな機械を設備している。特色ある機械として
次のようなものがある。
○ソナ・グラフ（Sona－graph）
　音声の高性能周波数分析装置。音声の高さ，強さ，および周波数成分の時
間的な変化を記録紙の上に目に見える形で高密度に図示する装置である。
刻々と変化する言語音声の細部を視覚的にとらえることができるので，標準
音・方言音の分析，外国語音との比較，話し手の個人的な特徴の分析などに
用いられる。
○音声スペクトル直視装置
　音声の周波数分析用装置の一種。1／6オクターブ帯域幅の濾波器を多数内
蔵し，即座に音声の周波数スペクトルをブラウン管上に描かせる。このよう
に発音と同時に音声の周波数成分を直視することができるので，音声分析の
ほかに発音矯正にも使える。
○ピッチ・レコーダー（Pitch－recorder）
　音の高さと強さの記録装置。音声の強弱変化と音声の基音の高低変化とを
同時に記録することができる。アクセントやイントネーションなどの分析に
用いられる。
○オフサルモ・グラフ（Ophthalmo－graph）
　両眼の角膜に左右から光線をあて，その反射光線を回転するフィルムに撮
影する眼球運動記録装置。読書の際の眼球の停留・逆行等により，印刷され
た文字配列の適否，文章の理解度等の調査に使う。
○アイ・マーク・レコーダー〔アイカメラ〕（Eye－mark－recorder）
　オフサルモ・グラフと同じく，眼球運動を記録する装置。この装置は，眼
の注視点だけでなく，個体が実際にみている対象も同時にカメラでとらえる
　　　　　　　　　　　　　　一31一
ことができ，注視点をマークとしてその像上にプロットするので，眼の注視
点の動きを対象と結びつけて分析することができる。また，カメラ部と記録
部（シネカメラ，ビデオコーダー）とが，ファイバーガラスで結ばれている
ので，オフサルモ・グラフと異なり，刺激や顔面を固定する必要がなく，任
意の刺激（対象）に対する眼球の運動を調べることができる。一般に，対象
と眼の動きはシネカメラで記録され，後に定量的に解析される。
○万能脳波測定装置（Electroencephalograph）9チャンネル
　脳波をはじめ，心電，筋電，呼吸波，脈波，精神皮膚電流（G．S．R）を
測定，記録する装置。話す，聞く，書く，読む等の言語活動における，言語
運動器官（舌，唇等）の動きや興奮，呼吸，脳波，G．　S．R等の諸変化を調
べるために用いる。また，ほかの器械と連動することによって，聴覚，視覚
言語刺激に対する個体の諸反応や反応時間の測定，記録にも使われる。
○万能型写真植字機
　文字，記号を写真方式でレンズを通して印字する装置。多種の文字のいろ
いろな書体を原版に備え，レンズによって，大きさを変え，また変形文字を
自由に得ることができる。文字の知覚・判断，文字・文章の読みやすさ，読
書過程を調べる実験において，文字刺激，言語刺激の作成に利用する。
○タキスト・スコープ（瞬間刺激提示装置Tachisto・scope）
　文字・言語刺激その他視覚刺激を，1／1000sec～1／10secの範囲内で，瞬間
的に提示する装置。文字・語・文の知覚および判断過程を明らかにする研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　いきちにおいて，知覚に必要な微細な時間（閾値）を測定するために用いる。
016ミリ映像解析システム
　16ミリ映画フィルムによる運動解析に使う自動映像計測システム。映像解
析機，グラフペン，テレタイプの三者で構成されている。映画フィルムに記
録された発話時における音声器官の運動などの定量解析に用いる。
○反応加算解析装置
　　　　　　　　　　　　　　一32一
　音声や視覚刺激に対する生体の反応を測定する際に，刺激をくり返し提示
してこれを加算することによって，雑音にうもれた修号をとりだすために利
用する。
○文章提示用プロジェクター
　プロジェクターを改良したもので，電光ニュースのように文章をスクリー
ン上に提示することができる。文章を提示する際の速度を任意に変えること
ができ，読書行動の測定に利用できる。
○プログラムド・データ・プロセッサ（ミニ・コンピュータPDP11／10）
　文字ディスプレイ装置の制御および読書時の眼球運動の解析に用いる。
OLL（語学演習装置）
　語学演習装置は，調整部（調整室）とブース部（教室）とに分かれている。
調整室には，複数種の映像・音声教材を選択して各ブースに送信する各種の
映像音声機，ブースからの回答に対する分析装置，各ブースには，テープレ
コーダー，VTR，カラー・モニターテレビ，回答装置が設置されており，
一斉教授，個別学習のどちらの形態での使用にも応じうる。
○授業内容観察記録及び映像音声教材提示装置
　本装置は日本語教育センター語学演習室，研修室，教材開発実験室で使用
するものであって，研修生に対する語学演習，授業内容の観察記録及び映像音
声教材の提示，教材の録画再生，実験室外での教材制作を目的とする。
○行動観察用ビデオ装置
　遊び場面や課題状況における子どもの言語的行動を観察・録音・録画する
装置
○映像音声教材制作装置（P35参照）
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電子計算機室（電子計算機HITAC8250型）
＾　一∨㌔二讐欝難㌍マ：灘華隔、ず
（電子計算機室高速漢字プリンター－C－5210型）
漢字テレタイプせん孔室
視覚実験室
タキスト・スコープ及びオフサルモ・グラフ等を設置し，読みの過程の
研究，単語の知覚運動等の研究を行う。
脳　波　室
脳波計により，脳波を指標とする言語的条件づけの研究，眼球電位法に
よる眼球運動の測定，読みにおける眼球運動の研究などを行う。
　　　　　　　　　　zzg∫　　°i“
、騨・問「L　　　　　　 ㌔　　　　　　　∨一、、、　　　　治　を　・、　，、織一　　　　　　　　　」
　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　呼罎
6
スタジオ及び脳波室の付属モニター室
録音・録画機器及び脳波計を設置し，スタジオ及び脳波室内の音声や行
動をモニターし，録音・録画及び脳波記録を行う。
騨灘徽、徽
cf「｛tiftt　　　　　　’滋磯彩讐
音声計測室
ソナ・グラフ，ピッチ・レコーダー，映像解析システム等を設置し，各
種音声の音響分析や発話時の調音運動の記録映画フイルムの映像解析等
を行う。
∋
映像音声教材制作装置
　この装置は完全電子編集装置付VTRを中心とした教材開発のための
スタジオ用装置で，テレシネ装置が主要部分の一つとなっている。
i
語学演習装置↓LL）
3．　図　　　書
　現代E本語についての研究文献および言語資料を中心に，研究所の研究活動
に必要な文献を収集している。
　ことに，方言関係文献には，東条操氏，大田栄太郎氏が収集された全国方言
に関する資料がある。昭和騒年3月31日現在の蔵書数は53，262冊である。
　また，視聴覚室には下記設備を整え，研究に供している。
　（1）視覚関係
　（イ）マイクロリーダープリンター
　（ロ）映写機（8ミり）
②　聴覚関係
　ステレオシステム
｛3）視聴覚資料
　（イ）　マイクロフKルム
　（P）　フィルム（8ミリ）
　内　レコード
　⇔録音テープ
1台
1台
1式
22点　　580　リーノレ
1〃　4巻
48〃　　350　枚
37〃　　124本
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刊 行 物
◎　昭和53年度主要刊行物
　児障の表現力と作文　　　（国立国語研究所報告63）
（1）国立国語研究所が昭和46年から3か年計画で実施した特別研究「現代児童
　・生徒の言語能力の動態調査」の小学校の部の調査報告である。
②　現代の児童が，どのような言語能力を獲得するが，その実態，特徴，問題
　点を主として，文章表現力および作文を含む文章表現行動の面から明らかに
　した。
　各地方言親族語蟄の言語社会学的研究（1）　　（国立国語研究所報告・64）
　日本人が親族語を使って家族成員をrefer　・　addressする際の言語的枠組み
について詳細な考察を試みている。日本語の方言の親族語の意味用法の構造に
ついても，詳細な実証的研究を展開している。
　方言談話資料（2ト奈良・高知・長崎一　　　（国立国語研究所資料集10－2）
　全国各地の方言を記録・集成し，国語研究の基礎的資料とすることを目的と
し，昭和49年度～51年度にかけて，地方研究員の協力のもとに「各地方言資料
の収集および文字化」の研究を実施し，約54時間分の録音テープ及び文字化資
料を得た。本書は，昭和50年度に録音した老年層話者による日常談話のうち，
奈良・高知・長崎の各県1地点，計約3時間分の文字化資料（一部分冊には録
音テープつき）を収めた。
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◎創立以来の刊行物
　国立国1籍研究所年報（3◎冊）
　　i～30（昭和24年度～昭和53年度）
　国語勾三鑑　　（26｛H｝）
　　昭和29年版～54年版
　国立国語研究所報告（§4冊）
ユ
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
八丈島の言語調査
言語生活の実態
一一白河市および附近の農村における一
現代語の助詞・助動詞
一用法こ実裟一
婦人雑誌の用語
一一現代語の語受謁蓉一
地域社会の言語生活
一鷺妬こおける笑穣詞査一
少年と新聞
一小学主・中学驚の藪閲への按近と理解一
入門期の言語能力
談話語の実態
読みの実験的研究
一一一音読にあらわれた蕊みあやまりのS＞ij一
低学年の読み書き能力
敬語と敬語意識
総合雑誌の用語（前編）
一現代語の謡彙潟査一
総合雑誌の用語（後編）
一現代語の語念灘査一
中学年の読み書き能力
明治初期の新聞の用語
日本方言の記述的研究
　　　　　　　　　　　一43一
（秀英出版刊）
（秀英出版刊）
（秀英出版刊）
（明治書院刊）
昭25．3
昭26．4
昭26．8
昭28、3
昭28．3
昭29．3
昭29．3
昭30．3
昭30．3
昭31．3
昭32．3
昭32．3
昭33．2
昭33．3
昭34．3
昭34．11
17
18
ユ9
20
21
22
23
24
25
26
27
高学年の読み書き能力
話しことぽの文型（1）
一対話資料による研究一
総合雑誌の用字
同音語の研究
現代雑誌九十種の用語用字（第1分冊，総記・語彙表）
現代雑誌九十種の用語用字（第2分冊漢字表）
話しことばの文型（2）
一独話資料による研究一
横組みの字形に関する研究
現代雑誌九十種の用語用字（第3分冊，分析）
28
29
30－1
30－2
30－　3
30－4
30－5
30－6
31
32
小学生の言語能力の発達
共通語化の過程
一一北海道における親子三代のことば一
類義語の研究
戦後の国民各層の文字生活
日本言語地図（1）
日本言語地図く2）
日本言語地図（3）
日本言語地図（4）
日本言語地図（5）
日本言語地図（6）
電子計算機による国語研究
（明治図書干の
社会構造と言語の関係についての基礎的研究閨
一親族語彙と社会構造一
33家庭における子どものコミュニケーション意識
34　電子計算機による国語研究（ff）
　　一新灘の川語川字調査の処理組欲一
　　　　　　　　　　　　一44一
昭35．3
昭35．3
昭35、11
昭36．3
昭37．3
昭38．3
昭38．3
昭39．3
昭39．3
昭39．10
昭40．3
昭40．3
昭41．3
昭41．3
昭42．3
昭43．3
昭45．3
昭47．3
昭49．3
昭43．3
昭43．3
昭43．i2
昭44．3
35　社会構造と言語の関係についての基礎的研究（2）
　　一一マキ・マケと霧翫辱称一
36　中学生の漢字習得に関する研究
37電子計算機による新聞の語黎調査
38　電子計算機による薪聞の語彙調査（ff）
39　電子計算機による国語研究（皿）
40　送りがな意識の調査
4ヱ待遇表現の実態
　　一松江24時間謡査資嘉から一
42電子計算機による新聞の語藁調査（田）
43動詞の意味・用法の記述的研究
44　形容詞の意味・用法の記述的研究
45　幼児の読み書き能力
46　電子計算機による国語研究（IV）
47
　　－｛生向語彙と賄似観一
48　電子計算機による新聞の語黎調査（W）
49電子計算機による国語研究（V）
50　幼児の文構造の発達
　　一3歳～6※ミ」尼ジ）±ξき合一
51　電二予計算機による国語研究（穏）
52　地域社会の言語生活
　　一鶴縄における2◎年前との」七較一
53　言語停用の変遷（1）
　　一福島県北部地執θ面按謂査一
54　電子計算機による国語研究（W）
55　幼児語の形態論的な分析
　　一動詞。形容詞・述語名詞一
56現代新聞の漢字
（秀英出版刊）
（秀英出版刊）
（秀英出版刊）
（秀英出版刊）
（東京書籍干D
社会構造と言語の関係についての基礎豹研究｛3）
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昭45、2
昭46．3
昭45．3
昭46．3
昭46．3
昭46．3
昭46．3
昭47．3
昭47．3
昭47．3
昭47．3
昭47．3
昭48．2
昭48．
昭48，
昭48．
3
3
3
昭49．3
昭49．3
昭49．3
昭50．3
昭50。2
昭51．3
　57　比喩表現の理論と分類　　　　　　　　　（秀英出版刊）
　58　幼児の文法能力　　　　　　　　　　　　（東京書籍刊）
　59　電子計算機による国語霞究（腰）
　60　X線映画資料による母音の発音の研究
　　　一一フオネーム研究序説一
　61　電子計算機による国語研究（DO
　62　研究報告集一1－
　63昭児童の表現力と作文
　64　各地方言親族語彙の言語社会学的研究倒
国立国語研究所資料集（11冊）
1
　2
　3
　4
　5
　6
　7
　8
　9
　10
10－2
国語関係刊行書目
一昭和1〔洋～昭和24年～
語彙調査
一一lj代新聞用語の一99－一
送り仮名法資料集
明治以降国語関係刊行書目
沖縄語辞典
分類語彙表
動詞・形容詞問題語用例集
現代新聞の漢字調査（中間報告）
：：安愚楽鍋用語索弓1
（秀英出版刊）
（大蔵省印刷局刊）
　　（秀英出版刊）
　　（秀英出版刊）
　　方言談話資料倒一山形・群馬・長野一
　　　方言談話資料（2）一奈良・高知・長崎一
国立国語研究所論纂（5冊）
　1　ことばの研究
　2　ことぽの研究第2集
　3　ことぽの研究第3集
　4　ことぽの研究第4集
　　　　　　　　　　　　　　一46一
（秀英出版刊）
昭52、2
昭52．　3
昭52．3
昭53．3
昭53．3
昭53．　3
昭53．7
昭54．　1
昭25．3
昭27．　3
明27．3
昭30．　6
昭38．　4
昭39．3
昭46．　3
昭46．　3
昭49．　3
昭53．3
昭54．　3
昭34．2
昭40．　3
昭42．　3
昭48．12
5　ことばの研究第5集
そ　の　他
離驕竃曇鳩徽生と輪
日本薪聞協会　　　　　　　共著国立国語研究所
昭49．　3
（秀英出版刊）　昭31．　6
青年とマス’コミ 言灸曇疏昭31・・
英文要覧
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　　　　　　（大蔵省印刷局刊）
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　　　題　　　　　　　名
これはかえるです
　一「こそあど」＋「は～です」一
さいふはどこにありますか
　　一「こそあど」＋「が～ある」一
やすくないです，たかいです
　　　　　　　　　　　一形容詞一
なにをしましたか
　　　　　　　　　　　一動　詞一
しずかなこうえんで
　　　　　　　　　　一形容動詞一
さあ，かぞえましょう
　　　　　　　　　　　一助数詞一
うつくしいさらになりました
　　　　　　一「なる」　「する」一
きりんはどこにいますか
　　　　　　一「いる」　「ある」一
おかねをとられました
　　　　　　　　一受身の表現1一
かまくらをあるきます
　　　　　　　　　一移動の表現一
どちらがすきですか
　　　　　　一比較・程度の表現一
もみじがとてもきれいでした
　　　一です，でした，でしょう一
きょうはあめがふっています
　　一して，している，していた一
　　　　　　　　　　　　　　　一48一
　制作年度
昭秘9年度
昭和49年度
昭和9年度
昭和50年度
昭和0年度
昭和0年度
昭和50年度
昭和51年度
昭和51年度
昭和1年度
昭和52年度
昭和52年度
昭和δ2年度
　巻　数
カラー1巻
カラー1巻
カラ・一’　1巻
カラー一　1巻
カラー一　1巻
カラー1巻
カラー1巻
カラー一　1巻
カラー一　1巻
カラー一　i巻
カラー1巻
カラー1巻
カラー1巻
そうじは　してありますか
　一してある，しておく，してしまう一
おみまいに　いきませんか
　一依頼・勧誘の表現一
なみのおとが　きこえてきます
　一「いく」「くる」一
昭和53年度
日召和53年度
日召和53年度
カラー－1巻
カラー1巻
カラー1巻
一 49－一
関　係　法　令
国立国語研究所設置法
　　　　　　　　　　（｝｛召和23勾三12月20日　　法餐≧第254号）
　　　　　　改正（昭和24年5月31日　法律第146号）
　　　　　　改正（昭和43年6月1§日　法緯第99号）
　（冒的及び設置）
ag　1条　国語及び国民の言語生活に関する科学的調査研究を行い，あわせて
　国語の合理化の確実な基礎を築くたあに，国立国語研究所（以下研究所とい
　う。）を設置する。
2　研究所は，文化庁長官の所霧とする。文化庁長官は，人事及び予算に閤す
　る事項に係るものを除くほか，研究所の監督をしてはならない。
　（事業）
第2条　研究所は，次の調査研究を行う。
　（1）現代の言語生活及び言語文化に関する調査研究
　（2）国語の歴史的発達に関する調査研究
　（3）国語数育の目的，方法及び結果に関する調査研究
　（4）新聞における言語，放送における言語等，同時に多人数が対象となる言
　　語に関する調査研究
2　研究所は，前項の調査研究に基き，次の事業を行う。
　（1）国語政策の立案上参考となる資料の作成
　（2）国語研究資料の集成，保存及びその公表
　（3）現代語辞典，方言辞典，歴史的国語辞典その他研究成果の編集及び刊行
　（調査研究の委託）
第3条　研究所の事業は，他の研究機関又は個人によって既に行われ，又は現
　に行われている同種の調査研究と重複しないことを原則とする。
2　研究所は，前項の重複をさけるために，前条第1項各号の1に該当する調
　　　　　　　　　　　　　　　一51一
　査研究が他の適当な研究機関又は個人によって既に行われている場合には，
　研究所の事業として，その調査研究をその研究機関又は個人に委託すること
　ができる。
　（所長）
第4条研究所に所長を置く。
2　所長は，文化庁長官の申出により，文部大臣が命ずる。
3　所長は，他の政府職員と兼ねることができない。
　（報告の公表）
第5条所長は，毎年少なくとも1回，調査研究の状況及びその成果に関する
　報告を公示しなけれぽならない。
　（評議員会）
第6条　研究所に評議員会を置く。
2　評議員会は，研究所の毎年の事業計画，調査研究の委託その他重要事項に
　ついて審議し，所長セこ助言する。
3　所長は，前項の重要事項については，評議員会の助言を求めなけれぽなら
　ない。
　（評議員）
第7条　評議員会は，20人の評議員で組織する。
2　評議員は，国家公務員法（昭和22年法律第120号）の定めるところによ
　り，学識経験のある者のうちから，文化庁長官が命じ，又は委嘱する。
3　学校の教職員を除く政府職員は，評議員となることができない。
4　評議員の任期は，4’年とし，2年ごとにその半数を改任又は改嘱する。但
　し，再任又は再委嘱を妨げない。
5　補欠の評議員の任期は，前任老の残任期間とする。
　　（評議員会の会長及び副会長）
第8条　評議員会に評議員の互選による任期2年の会長及び副会長各1人を置
　　　　　　　　　　　　　　　一52一
　く。
　（評議員会の運営方法に関する事項）
第9条　この法律に定めるものを除くほか，評議員会の運営方法に関する事項
　は，評議員会が定める。
　（研究所の運営）
鐵0条　研究所の部課等の編成，職員の選出及び配置その他研究所の運営にっ
　いて必要な事項は，所長が定める。
　　　附　則
ヱ　この法律は，公布の日から施行する。
2　この法律施行の後，最初に命ぜられ，又は委嘱される評議員のうち，半数
　の者の任期は，第7条第4項の規定にかかわらず，2年とする。
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（内部組織）
国立国語研究所組織規程
　　　　　　　　　　（昭和49年4月ヱ1日所長裁定）
　　　　　　　　　　（昭和51年ユ0月1H一部改正）
　　　　　　　　　　（昭和52年4月18日一部改正）
第1条国立国語研究卵こ，次の6部獺く。
　（1）庶　　務　　部
　（2）言語体系研究部
　（3）言語行動研究部
　（4）言語変化研究部
　（5）　　言≡＾語教育研’究部
　（6）言語計量研究部
2前項醐げるもののほか・附国語研究所にほ繍縮センターを置
　　く。
　（庶務部の分課及び事務）
第2条　庶務部に，次の2課を置く。
　（1）庶　　務　　課
　（2）会　　計　　課
2庶務課においては，次の事務をつth　tSさどる。
〈1＞職員の人事に関する事務を処理する。
（2）職員の衛生，医療及び福稗享生に関する事務を処理すること。
（3）公文書類を接受し，発送し，編集し，及び保存すること。
（4）公印を管守すること。
（5）国立国語研究所の所掌事務に関し，連絡調整すること。
（6）諸規程の制定及び改廃：こ関すること。
（7｝国立国語研究所評議員会に関すること。
　　　　　　　　　　　　　　－54一
i
　（8）図書館の事務を処理すること。
　㈲前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属しない事務を処理すること。
3　会計課においては，次の事務をっかさどる。
　（1）予算に関する事務を処理する。
　（2）経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること。
　（3）行政財産及び物品の管理に関すること。
　④　文部省共済組合文化庁支部国立副語研究所所属所に関する事務を処理す
　　ること。
　（5）庁禽及び設備の維持，管理に関する事務を処理すること。
　（6）庁内の取締りに園すること。
　（言語体系研究部）
第3条　言語体系研究部においては，懸語の体系に関する科学的調査研究を行
　う。
2　言語体系研究部に第1研究室及び第2研究室を置き，各室においては，前
　項の調査研究について，それぞれ現代藷の文法体系に関する調査研究及び現
　代語の語彙体系に関する調査研究を行うa
　（言語行動研究部）
第4条　言語行動研究部においては，国疑の言語使用に麗する科学的詞査研究
　を行う。
2　言語行動研究都に第1研究室，第2研究室及び第3研完室を置き，各室に
　おいては前項の調査研究について，それぞれ現代語の表現及びその伝達効果
　に関する調査研究，社会生活における言藷使用に関する調査研究並びに音声
　及び文字に関する実験的研究を行う。
　（言語変化研究部）
第5条　言語変化研究部においては，国語の地域的，時代的変化に関する科学
　　　的調査研究を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　－55－、
2　言語変化研究部に第1研究室及び第2研究室を置き，各室においては，前
　項の調査研究について，それぞれ方言に関する調査研究及び近代語に関する
　調査研究を行う。
　（言語教育研究部）
第6条　言語教育研究部においては，国民に対する国語の教育に関する科学的
　調査研究を行う。
2　言語教育研究部に第1研究室を置き，前項の調査研究について，言語能力
　に関する調査研究を行う。
　（言語計量研究部）
第7条　言語計量研究部においては，国語及び国民の言語生活に関する計量的
　調査研究を行う。
2　言語計量研究部に第1研究室，第2研究室及び第3研究室を置き，各室に
　おいては，前項の調査研究について，それぞれ語彙に関する計量的調査研
　究，文字・表記に関する計量的調査研究並びに言語の電子計算機処理及びそ
　のプPtグラムの開発に関する調査研究を行う。
　　（日本語教育セソター）
第8条　日本語教育セソターにおいては，外国人に対する日本語教育（以下Y
　日本語教育」という。）に関する基礎的，実際的調査研究及びこれに基づく
　研修，教材作成等の業務を行う。
　　（日本語教育センターの長）
第9条　日本語教育セソターに，長を置く。
2　前項の長は，日本語教育センターの事務を掌理する。
　　（日本語教育セソターの内部組織）
第10条　日本語教育センターに，第1研究室，第2研究室，第3研究室，日本
　語教育研修室及び日本語教育教材開発室を置く。
2　第1研究室においては，日本語教育に関し，日本語の音声，文字，語彙及
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　び文法並びにH本入の言語行動様式に関する調査研究並びにこれに基づく教
　育内容に関する調査研究を行う。
3　第2研究室においては，日本語教育に関し，日本語と欧米諸言語との対照
　研究及びこれに基づく外国人の母語別，学習日的別等による教育方法に関す
　る調査研究を行う。
4　第3研究室においては，日本語教育に関し日本語と東南アジア諸言語との対
　照研究及びこれに基づく外国人の母語別，学習目的別等による教育方法に関
　する調査研究を行う。
5　日本語教育研修室においては，臼本語教育に従事し，又は従事しようとす
　る者に対する一般的，基礎的な研修に関する調査研究及びこれに基づく研修
　会等を行う。
6　日本語教育教材開発室においては，日本語教育に関する基本的教材・教具
　の開発に関する調査研究及びこれに基づく教材・教具の作成，提供を行う。
　（各研究部及び日本語教育センターの共通事務）
agi！条　各研究部及び日本語教育センタ～においては，第3条から第8条まで
　に定めるもののほか，各研究部及び日本語教育セソターの所掌事項に関L，
　次の事務をつかさどる。
　（1＞国語問題に関する資料の作成に関すること。
　（2）各種辞典の編集に関すること。
　（3）研究成果の集成，保存，公表及び刊行に関すること。
（4）情報及び資料の収集，整理並びに提供に関すること。
（5）内外の諸機関との連絡協力に関すること。
　　附　則
　この規程は，昭和49年4月11Hから施行する。
　　附　則
　この規程は，昭和δ1年10月1日から施行する。
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　　　附　則
　この規程は，昭和52年4月18日から施行する。ただし，aglO条第1項から第
3項までの改正規定中第1研究室及び第2研究室に係る部分については，昭和
52年10月1Hから施行する。
　　　（備　考）
　この規程中第10条第1項から6項までにかかる第3研究室の部分については，
昭和54年IO月1日から施行する予定である。
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